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空
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ふ
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と
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圏
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修
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修
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月
６
日

研
修
先

赤
平
市

講
演
「
思
い
は
招
く
～
夢
が
あ
れ

ば
な
ん
で
も
で
き
る
～
」

講
師

株
式
会
社
植
松
電
機

植
松

努

氏

長
名

實

植
松
氏
は
、
子
供
の
こ
ろ
よ
り

本
が
大
変
好
き
な
少
年
で
、
の
ち

に
読
書
好
き
が
講
じ
、
紙
飛
行
機

を
つ
く
る
本
と
出
合
う
。
紙
飛
行

機
が
好
き
で
宇
宙
や
ロ
ケ
ッ
ト
に

憧
れ
、
大
学
で
流
体
力
学
を
学
び
、

卒
業
後
は
、
名
古
屋
で
航
空
機
を

設
計
す
る
会
社
に
入
社
し
た
も
の

の
夢
を
持
た
な
い
現
実
じ
み
た
仕

事
に
嫌
気
が
さ
し
、
地
元
赤
平
に

戻
り
父
の
会
社
「
株
式
会
社
植
松

電
機
」
に
入
社
す
る
こ
と
に
な
る
。

地
元
に
戻
り
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
の

夢
だ
っ
た
宇
宙
へ
の
憧
れ
を
捨
て

切
れ
ず
カ
ム
イ
式
ロ
ケ
ッ
ト
の
研

究
を
進
め
る
に
い
た
っ
た
。

北
大
の
永
田
教
授
に
出
会
い
、

北
大
と
カ
ム
イ
型
ロ
ケ
ッ
ト
の
共

同
研
究
を
開
始
す
る
。
２
０
０
８

年
に
は
カ
ム
イ
ロ
ケ
ッ
ト
を
１
年

間
で

機
を
打
ち
上
げ
る
。
社
員

18

は

名
し
か
い
な
い
が
、
強
い
絆

18

で
結
ば
れ
た
。
全
員
が
夢
を
実
現

す
る
た
め
に
勉
強
し
、
受
身
で
は

な
く
、
仲
間
を
信
じ
る
こ
と
は
自

分
を
信
じ
る
こ
と
で
あ
り
、
失
敗

を
恐
れ
ず
、
あ
こ
が
れ
は
未
来
を

明
る
く
す
る
パ
ワ
ー
で
あ
る
と
い

つ
ま
で
も
考
え
続
け
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
た
え
ず
前
に
向
か
っ

て
歩
く
こ
と
が
夢
の
実
現
と
な
る

と
締
め
く
く
っ
た
。

市
町
村
議
会
議
員
政
策

講
座
（
政
策
基
本
コ
ー
ス
）

研
修
期
間

７
月
９
日
か
ら

日
13

研
修
先

千
葉
県
千
葉
市

西
内

陽
美

７
月
９
日
か
ら

日
の
日
程
で

13

千
葉
県
に
あ
る
市
町
村
職
員
中
央

研
修
所
（
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
）

で
開
催
さ
れ
た
「
市
町
村
議
会
議

員
政
策
講
座

政
策
基
本
コ
ー

ス
」
を
受
講
し
た
。
講
師
に
５
名

の
大
学
教
授
と
総
務
省
の
官
房
審

議
官
を
迎
え
、
全
国

都
道
府
県

19

か
ら
の
受
講
者

名
が
６
科
目
の

44

講
義
と
課
題
演
習
に
取
り
組
ん

だ
。地

方
分
権
改
革
・
議
会
改
革
と

そ
れ
ぞ
れ
の
展
望
、
新
た
な
公
会

計
制
度
を
柱
に
据
え
、
最
新
の
情

報
や
実
際
の
自
治
体
の
例
を
提
示

し
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

て
い
た
だ
い
た
。

地
方
分
権
改
革
が
進
ん
で
い
っ

た
場
合
に
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る

だ
ろ
う
と
さ
れ
る
議
会
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
国
の
関
与
・
税
制

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
積
極
的
自

由
を
確
立
す
る
た
め
に
省
庁
別
・

局
別
の
縦
割
り
の
隙
間
を
議
会
で

議
論
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

議
会
改
革
に
お
け
る
議
会
の
責

務
と
し
て
は
、
単
に
チ
ェ
ッ
ク
・

議
決
だ
け
で
は
な
く
自
治
体
運
営

の
プ
ロ
セ
ス
（
施
策
の
実
行
、
実

行
後
の
評
価
）
に
ま
で
関
わ
っ
て

い
く
も
の
で
あ
り
、
議
会
が
政
策

議
論
を
す
る
場
で
あ
る
の
だ
か

ら
、
議
員
に
は
政
策
過
程
の
技
術

と
知
識
、
政
策
形
成
（
提
案
）・
実

施
・
評
価
（
監
視
）
の
能
力
が
求

め
ら
れ
る
。

財
政
分
析
の
手
法
と
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
財
政
分
析
は
、
よ
り
詳

細
な
調
査
が
必
要
な
事
項
・
分
野

を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
目
的
で
あ

り
、
財
政
上
の
「
や
り
く
り
」
を

明
ら
か
に
し
、「
わ
か
り
や
す
い
開

示
」
を
求
め
て
行
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

課
題
演
習
で
は
「
議
会
報
告
会

の
あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
討
議
を

重
ね
た
。
参
加
・
発
言
し
た
住
民

と
、
議
論
そ
の
も
の
へ
の
フ
ォ
ロ

ー
、
議
会
が
ど
う
取
り
上
げ
て
い

っ
た
か
を
公
開
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
確
認
し
た
。

反
芻
す
る
こ
と
で
理
解
を
深

め
、
今
後
の
議
会
活
動
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
貴
重
な
財

源
に
て
今
回
の
研
修
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
た
い
。
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今
春
、

行
政
区
で
議
会
報
告

11

会
を
開
催
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く

思
っ
て
い
る
。
こ
の
席
上
で
町
内

に
あ
る
空
き
家
に
関
す
る
意
見
が

寄
せ
ら
れ
た
。
町
の
景
観
を
損
な

う
、
高
齢
化
や
景
気
低
迷
で
解
体

費
が
容
易
に
負
担
出
来
な
い
等
の

声
で
あ
っ
た
。

私
達
は
早
速
、
現
地
調
査
や
担

当
課
に
関
係
資
料
提
出
を
求
め
る

な
ど
の
調
査
活
動
を
実
施
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
、
議

会
が
政
策
立
案
ま
で
到
達
で
き
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
本
町
議

会
は
残
念
な
が
ら
そ
こ
に
い
た
ら

な
か
っ
た
。

今
回
は
、
一
般
質
問
の
中
で
空

き
家
問
題
を
提
起
（
提
言
）
し
行

政
側
に
対
応
を
委
ね
る
こ
と
に
し

た
。
町
長
か
ら
関
係
条
例
制
定
を

確
約
す
る
答
弁
が
あ
り
、
町
民
の

声
が
町
政
に
届
い
た
こ
と
を
確
信

し
た
一
瞬
で
あ
っ
た
。

（
青
田
）
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